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秋も深まってきましたが、これから来春まで地域を彩ってくれる花々を主体
に、みんなで植えました。まず、10月22日に東亞合成㈱横浜工場前の末広
町プロムナードでの花苗植えにファンクラブが応援参加。企業のみなさんと
いっしょに５５０鉢を1時間半で植え終わりました。春にはきっと素晴らしい花
壇が楽しめると思います。
そして、同月24日の定例活動日に、ＪＦＥトンボみち内と公道歩道沿いにも

約９０鉢。一年草のビオラ、ノースポールの常連さんに加えて、多年草のキャッ
トミント、ツルニチニチソウ、初雪カズラを初めて植えました。さて、どのよう
に育ってくれるかがとても楽しみです。
なお、花苗とはまっこユーキ(腐葉土)は、末広地区緑のまちづくり協議会か

らご提供いただきました。 (銀)

みんなの地域を彩る、みんなで植えた花苗

東亞合成のみなさん
と一緒に花苗植え

550鉢もアッという間に ＪＦＥトンボみち
正門前の花苗植え

トンボとり大作戦２０１５ ～年間報告～

みなさん、こんにちは。JFEトンボみちの銀太郎です。６月から毎月２回、１０月
まで１０回開催したトンボとり大作戦２０１５も、１０月２５日で終了しました。

年間の結果は、下の表のとおり、ショウジョウトンボ→シオカラトンボ→アキアカ
ネと、季節とともに主役がバトンタッチしてゆきました。ギンヤンマの飛来が少な
くて、１頭も取れなかったのが残念でしたが、水草が繁茂して開放水面が少なく
なったのが影響しているようです。

さて、トンボのほかに、ヤゴとり、ザリガニとり、魚とりも、おおいに盛り上がりま
した。こどもたち、来年もまた、ぜひ遊びに来てね！待ってるヨ～！(銀)

▲アキアカネ♀の産卵を観察(10月25日)

コノシメトンボ♂も赤とんぼの仲間
(9月12日)

お詫びと訂正：先月号で掲載しました鳥のような蜂は、蛾の仲間でスズメガ科のホウジャク(蜂雀)らしいです。
お詫びして訂正いたします。（銀）



活動予定 ※雨天は１週間延期

今月 ：１１月２８日（土） ９時～１１時
来月 ：１２月２６日（土） ９時～１１時

事前の申込みは不要です。誰でも参加可能！

 

京浜の森ロゴマーク

JFEトンボみち ファンクラブ通信 2015年11月号
発行日： ２０１５年１１月２５日
発行者： トンボみちファンクラブ通信事務局
事務局：〒230-8611 横浜市鶴見区末広町2-1

ＪＦＥｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)業務支援センター
Tel045-505-7447、Fax045-505-6546

ファンクラブ通信への自由投稿をお待ちしています。

ファンクラブ通信に使用しているリサイクル用紙は、古紙パルプ配合率１００％です。

【シリーズ】 トンボみちの仲間たち

１０月２４日（土）のファンクラブ活動の様子です。 （撮影：山田さん）

公式ホームページをご覧ください

①日本はトンボの国？

我が国は、古くは豊葦原瑞穂の国、そして秋津島とも呼ばれた。

前者はそのまま稲の実りを示すが、後者秋津は秋の虫という意味だ。稲刈り時に
多数やってくる虫であるトンボを象徴するという。つまり、どちらも米作りとの強い結
びつきがある。

国土の形が交尾したトンボの姿に似ていたことより秋津島と呼ばれたともいう。
グーグルマップのない時代、どのようにその形を

知り得たかは想像の域を超えるが、

太古からトンボが人々の夢をのせ

大空を飛び回っていたのは間違いない。

（文責：田口正男農学博士）

クズ退治 花苗植えました

ホウレン草を
収穫しました

オヤツさつまいも
（中野さん）

入口も清掃

ファンクラブのみなさん
トンボ発見

【新連載】続・トンボ百科 ～ 日本人とトンボの関わり ～

ナツアカネの交尾


